
新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成１９年２月期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 ９ 号
平成１９年４月

総合政策局
建設施工企画課

平成19年　2月の新技術活用ランキング

NETIS番号

　
1 6 手摺先行型足場 KT-010074 20

常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 NEW 高性能ＡＥ減水剤を用いた流動化コンクリート SK-980023 6
コンクリート工事の施工性を改善し、工事の省力化・省人化を図ることを
目的に、通常のコンクリートに添加する高性能AE減水剤

　
3 6 ニューネオソーラー TH-020038 5

ニッケル水素電池を太陽電池により充電することで電池交換を不要とす
る道路工事用保安灯

　
3 5 排水性トップコート工法 KT-980202 5

排水舗装の表面に特殊な樹脂を散布し、強固な被膜を形成させることに
より、排水性機能を維持したまま、耐摩耗性や骨材飛散などに対する耐
久性を向上させる工法

　
5 9 ワイヤーソーイング工法 KT-980222 4

ダイヤモンドチップを埋め込まれたループ状のスチールワイヤーを高速
回転させることにより糸ノコギリの要領で構造物を切断・解体する工法

5 18 ハット形鋼矢板900 KT-050017 4
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

5 46 プレキャストコンクリート基礎工(高潮堤) CB-990024 4
省資源化、省人化を目的とした、長尺化した高潮提用のプレキャストコン
クリート基礎製品

5 18 安全対策シリーズ KT-030018 4
遠隔操作により緩衝材と規制表示板を設置できるため、車線規制時の
作業員の安全性を向上させた規制仕様車輌およびアウトリガ反力の状
態によりブームを動きを制限する転倒防止機能付移動式クレーン

5 NEW KCフォーム QS-980217 4
道路側溝の暗渠化において、埋設型枠を用いて現場打ちスラブを施工
する工法

5 NEW バイコン製法 鉄筋コンクリート台付管 CB-010017 4
高強度を目的に、超硬練コンクリートを振動と圧縮により強固に締固め、
即時に脱型して成形する製作するコンクリートパイプ製品

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



建設機械出荷金額

（出典：（社）日本建設機械工業会「建設機械出荷金額統計」 平成１９年２月現在）
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新技術の活用【第４四半期（１～３月）ランキング トップ１０】

（平成１８年度第４四半期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １０ 号
平成１９年５月

総合政策局
建設施工企画課

平成18年度　第４四半期の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 手摺先行型足場 KT-010074 56
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 広幅型鋼矢板 KT-980158 17
従来の矢板（有効幅400mm）より幅の広い（有効幅600mm、900mm）矢板
を使用することで矢板の使用枚数を減じ、工期の短縮および施工費の
低減を図る矢板工

3 ニューネオソーラー TH-020038 15
ニッケル水素電池を太陽電池により充電することで電池交換を不要とす
る道路工事用保安灯

4 残存型枠工法「プロテロックピアスワンダー」 CB-980008 14
コンクリート製パネルを用いることでコンクリート打設後の取り外しを不要
とする型枠

5 サミーシート KK-020053 13
ガラス長繊維クロスを防水機能を有する改質アスファルトで被膜し、舗装
のクラック箇所に貼り付けることでクラックの抑制および耐久性の向上を
図るシート

5 排水性トップコート工法 KT-980202 13
排水舗装の表面に特殊な樹脂を散布し、強固な被膜を形成させることに
より、排水性機能を維持したまま、耐摩耗性や骨材飛散などに対する耐
久性を向上させる工法

7
超音波通信を応用した建設機械と周辺作業
員等との接近検知・警報システム

TS-020002 12

建設機械に取り付けられた監視装置が監視エリア内にいる応答装置を
付けた作業員を検知し、建設機械のオペレータ及び監視エリア内の作業
員双方に警報を発信することで建設機械と作業員の接触事故等を防止
する警報システム

8 残存型枠「プロテロックメーク」 CB-980007 11
表面に意匠性の有るコンクリート製化粧パネルを用いることでコンクリー
ト打設後の取り外しを不要とする型枠

8 ハット形鋼矢板900 KT-050017 11
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

10 パワーブレンダー工法（スラリー噴射方式） CB-980012 10
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

注）活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数



建設機械出荷金額

（出典：（社）日本建設機械工業会「建設機械出荷金額統計」 平成１９年３月現在）
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新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成１９年３月期）

平成19年　3月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手摺先行型足場 KT-010074 31
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 11
残存型枠工法「プロテロックピアスワン
ダー」

CB-980008 11
コンクリート製パネルを用いることでコンクリート打設後の取り外しを不要
とする型枠

3 58 残存型枠「プロテロックメーク」 CB-980007 10
表面に意匠性の有るコンクリート製化粧パネルを用いることでコンクリー
ト打設後の取り外しを不要とする型枠

4 58
パワーブレンダー工法（スラリー噴射方
式）

CB-980012 9
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

5 58 サミーシート KK-020053 8
ガラス長繊維クロスを防水機能を有する改質アスファルトで被膜し、舗装
のクラック箇所に貼り付けることでクラックの抑制および耐久性の向上を
図るシート

6 11
排水性舗装用区画線消去工法「Jリムー
バー」

CB-000013 5
排水性舗装に表示された道路区画線を超高圧水噴射により路面を損傷
することなく除去する工法

6 NEW 大型遠隔自動操縦除草機械の開発検討 HR-990023 5
安全対策として法面での転倒を防止するため低重心にし、転倒した際に
も作業員が事故に巻き込まれないよう遠隔からでも無線操縦可能な除
草用機械

6 58 リテラ(BZ210、BZ200、BZ120） KK-980067 5
建設発生土の土質を現地で改良することで改良プラントまでの土砂運搬
等を省略して発生土のリサイクルを可能とする自走式土質改良機械

6 NEW 溶融フローコート(FC)工法 KT-000105 5
排水性舗装の機能・特長を損なうことなく、排水性舗装路面上に区画線
施工としてもちいる工法

6 5 ハット形鋼矢板900 KT-050017 5
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

6 NEW 排水性舗装用プレキャスト縦断管 KT-980315 5
舗装内に浸透した水を効率よく排水処理するために設置する排水性舗
装用の街渠縦断管

6 58 アマグレフィット、アマグレピット QS-030011 5
飛び跳ねによる第三者への事故防止のため、グレーチングに跳ね上が
り防止機能を持たせる固定式跳ね上がり防止グレーチング

6 3 ニューネオソーラー TH-020038 5
ニッケル水素電池を太陽電池により充電することで電池交換を不要とす
る道路工事用保安灯

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



建設機械出荷金額

（出典：（社）日本建設機械工業会「建設機械出荷金額統計」 平成１９年３月現在）

建設機械出荷金額（本体）

77,351
57,22054,425

66,30773,92565,789
85,295

61,75456,41155,510
44,51844,390

70,803

155,210

114,835
108,831

116,524105,630

95,299

118,688

98,651108,696110,978

99,475

125,783

107,914

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2006.3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2007.1 2 3

月

百
万
円

外需（輸出）

内需（国内向け）



（平成１９年４月期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １１ 号
平成１９年６月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平成19年　4月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手摺先行型足場 KT-010074 10
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 6 大型遠隔自動操縦除草機械の開発検討 HR-990023 9
安全対策として法面での転倒を防止するため低重心にし、転倒した際に
も作業員が事故に巻き込まれないよう遠隔からでも無線操縦可能な除
草用機械

3 47
高性能AE減水剤を用いた流動化コンク
リート

SK-980023 8
通常のコンクリートに高性能AE減水剤を添加して、コンクリート工事の施
工性を改善し、コンクリート構造物の信頼性、品質の向上を目的する材
料

3 6 ニューネオソーラー TH-020038 8
ニッケル水素電池を太陽電池により充電することで電池交換を不要とす
る道路工事用保安灯

5 4 パワーブレンダー工法(スラリー噴射方式) CB-980012 7
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

5 NEW ハーデンソイル工法 SK-980046 7
土砂とセメント系固化材を一定の割合で混合した混合材(ハーデンソイ
ル)を施工場所に敷均し、転圧、散水、養生する事により土砂を硬化し、
施工部の防草及び流土、洗掘等の保護を図る工法

7 NEW ガンコマサ防草舗装工法 SK-010017 6
乾燥真砂土と固化材を既調合した製品を地面に敷きならし散水し硬化さ
せることで所定の防草効果を発現させる工法

8 6 ハット形鋼矢板900 KT-050017 5
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当りの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）に
よる使用枚数の低減から工期の短縮および施工費の低減を図る矢板工

9 NEW プレキャストコンクリート護岸基礎工法 CB-980108 4
現場打設コンクリートで施工されていた岸工事等、擁壁の基礎を、工場
製造による鉄筋コンクリート製の基礎ブロックで施工する工法

9 NEW スーパーカルマーα KK-020031 4
通行人や車輌、建物の周囲での除草作業を安全に円滑に行う刈払機用
アタッチメント刃

9 NEW Gガード KK-040026 4
跳ね上げ防止を目的に、既設のグレーチングをそのまま利用して特殊金
具による簡単に固定する器具

9 NEW 排水性舗装に有効な路面清掃車 KT-010116 4
通常舗装および排水性舗装などの路面に空隙を有する舗装を清掃する
機械

9 NEW ウェザーアクト処理 SK-980005 4
形成に10数年かかるとされてきた保護性さびを、短い期間で促進形成す
る耐候性鋼の表面処理技術

9 NEW
ガザニアンクイーンTM並びにガザニアン
プリンセスTM

SK-980039 4
繁殖力が強く、少ない株数でも短期間で茎や葉が密集して地表面を覆う
植物

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



建設機械出荷金額

（出典：（社）日本建設機械工業会「建設機械出荷金額統計」 平成１９年４月期）
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技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １２ 号
平成１９年７月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成１９年５月期）

平 成 1 9年 5月 の 新 技 術 活 用 ラ ン キ ン グ

NE T I S番 号

1 1 1 W /C ミ ー タ H R - 9 9 0 0 2 5 4 2
「減 圧 加 熱 乾 燥 法 」に よ り 短 時 間 で 水 分 を 除 去 し 、質 量 差 よ り 水 セ メ ン ト
比 を 算 出 す る 測 定 器 械 （従 来 は 単 位 容 積 当 た り 質 量 か ら 水 分 費 を 算 出
＝ エ ア メ ー タ ー 法 ）

2 1 手 摺 先 行 型 足 場 K T - 0 1 0 0 7 4 2 1
常 時 手 摺 が 設 置 さ れ て い る 状 態 で 足 場 の 設 置 ・撤 去 作 業 を 行 う こ と に よ
り 転 落 事 故 を 防 止 す る 枠 組 足 場

3 8 広 幅 鋼 矢 板 K T - 9 8 0 1 5 8 1 4
従 来 の 矢 板 （有 効 幅 4 0 0 m m ）よ り 幅 の 広 い （有 効 幅 6 0 0 m m 、 9 0 0 m m ）矢 板
を 使 用 す る こ と で 矢 板 の 使 用 枚 数 を 減 じ 、工 期 の 短 縮 お よ び 施 工 費 の
低 減 を 図 る 矢 板 工

3 N E W 凍 結 防 止 剤 散 布 車 の 自 動 化 技 術 の 開 発 H R - 9 9 0 0 2 2 1 4
横 風 等 に よ る 飛 散 ロ ス の 低 減 、維 持 管 理 費 用 の 軽 減 を 図 っ た 効 率 的 な
凍 結 防 止 剤 散 布 車

5 N E W デ ル タ ク ッ シ ョ ン T H - 0 2 0 0 4 0 7 再 生 ウ レ タ ン 材 を 活 用 し た 車 両 用 保 安 防 護 体

6 5 0
ガ ザ ニ ア ン ク イ ー ン T M 並 び に ガ ザ ニ ア ン
プ リ ン セ ス TM

S K - 9 8 0 0 3 9 6
繁 殖 力 が 強 く 、少 な い 株 数 で も 短 期 間 で 茎 や 葉 が 密 集 し て 地 表 面 を 覆 う
植 物

6 N E W 電 線 共 同 溝 (通 信 系 ）共 用 Ｆ Ａ 方 式 K T - 0 6 0 0 7 8 6
管 路 部 分 の 構 造 を Ｆ Ａ 管 と ボ デ ィ管 の ２ 管 構 造 と し て 従 来 工 法 よ り 設 備 を
コ ン パ ク ト化 し た 電 線 共 同 溝 工

6 N E W H L - D J M 工 法 H R - 0 3 0 0 3 2 6
2軸 式 施 工 機 で の 低 改 良 率 施 工 を 実 現 す る た め に 撹 拌 軸 間 隔 3m ま で 可
能 と す る 2軸 式 施 工 機 を 使 用 し た 深 層 混 合 処 理 工 法

6 N E W グ リ ッ ト シ ー バ ー 工 法 C G - 0 4 0 0 1 5 6
野 芝 を 特 殊 な ジ オ テ キ ス タ イ ル ネ ッ トに 絡 ま せ た 野 芝 マ ッ ト法 覆 材 を 護 岸
の り 面 に 敷 設 し て 緑 化 す る 工 法 で す

1 0 N E W オ ー トゲ ー ト (門 柱 レ ス 樋 門 ) T H - 9 9 0 1 4 5 5
水 位 の 変 動 に 合 せ て 無 動 力 で 作 動 す る 門 柱 レ ス タ イ プ の 自 動 開 閉 ゲ ー
ト

1 0 N E W ス チ ー ル 透 水 蓋 工 法 Q S - 0 3 0 0 4 4 5
側 溝 上 に 設 置 し 、そ の 上 か ら 排 水 性 舗 装 を 行 う こ と に よ り 車 両 や 歩 行 者
等 の 快 適 な 通 行 の 実 現 を 可 能 と し た 側 溝 蓋

1 0 N E W ゴ ビ マ ッ ト工 法 K T - 9 9 0 4 0 7 5
多 数 の コ ン ク リ ー トブ ロ ッ ク を 合 成 繊 維 不 織 布 フ ィル タ ー シ ー トに 一 体 化
し た ブ ロ ッ ク マ ッ ト

1 0 N E W マ ル チ ス リ ッ ト側 溝 K K - 9 8 0 0 9 8 5
ス リ ッ ト集 水 ・高 機 能 舗 装 対 応 ・自 由 勾 配 機 能 ・バ リ ア フ リ ー 対 応 等 、
様 々 な 機 能 を 集 約 し た プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト側 溝

1 0 2 パ ワ ー ブ レ ン ダ ー C B - 9 8 0 0 1 2 5
改 良 材 を ス ラ リ ー 状 に 混 練 後 バ ッ ク ホ ウ に 取 り 付 け た ア タ ッ チ メ ン トに よ
り 軟 弱 土 と 撹 拌 混 合 し 固 化 す る 地 盤 改 良 工 法

注 ） 毎 月 の 活 用 件 数 は 活 用 計 画 書 の 提 出 数 で カ ウ ン ト し て い る た め 、 実 際 の 工 事 に お け る 活 用 時 期 と 活 用 報 告 書 へ の 報 告 時 期 が 異 な っ て い る 。

　  （ 活 用 計 画 書 提 出 後 、 新 技 術 の 活 用 が 取 り や め に な っ た 場 合 は 翌 月 の 報 告 に 反 映 ）

技 術 の 概 要順 位
技 術 名 活 用

件 数
前 月
順 位



新技術の活用【第１四半期（４～６月）ランキング トップ１０】

（平成１９年度第１四半期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １３ 号
平成１９年８月

総合政策局
建設施工企画課

平成19年度　第１四半期の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 手摺先行型足場 KT-010074 64
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 W/Cミータ HR-990025 51
「減圧加熱乾燥法」により短時間で水分を除去し、質量差より水セメント
比を算出する測定器械（従来は単位容積当たり質量から水分費を算出
＝エアメーター法）

3 広幅鋼矢板 KT-980158 39
従来の矢板（有効幅400mm）より幅の広い（有効幅600mm、900mm）矢板
を使用することで矢板の使用枚数を減じ、工期の短縮および施工費の
低減を図る矢板工

4 ピタリング(簡易式体感マット) TH-040016 21
リング上の集合体をジョイントで結合することで、従来の体感マットのよう
に路面への固定を行わずともめくれ上がらない、もらい事故防止用体感
マット

5 枠組み足場用安全装備 TH-020019 18
従来の枠組足場に後付けすることで、転落事故を防止する手摺先行型
足場としての使用が可能となる装備品

6 凍結防止剤散布車の自動化技術の開発 HR-990022 16
凍結防止剤を湿潤化して横風の影響を調整して散布することで飛散を
防止し、ステンレス材の採用によりメンテナンス性を向上した凍結防止剤
散布車

7
パワーブレンダー工法（スラリー噴射方
式）

CB-980012 14
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

7 ハット型鋼矢板 KT-050017 14
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

7
ランブルストリップス(センターライン対応
型)

HK-030032 14

2車線道路のセンターライン上で舗装路面を凹型に切削することにより、
走行車両がセンターラインを超えたときに、ゴロゴロという音と振動を発
生させてドライバーに覚醒・注意を促し、車線逸脱による正面衝突事故
を防止する技術

10
枠組足場用据置型先行手すり枠「ライフ
ガード」

KT-060035 13 枠組足場の安全を確保するための据置型手すり先行工法

10 Qマット KT-980368 13 コンクリート構造物の湿潤・保温養生材

注）活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数



新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成１９年６月期）

平成19年　6月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手摺先行型足場 KT-010074 31
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 5
「パワーブレンダー工法」スラリー噴射方
式

CB-980012 21
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

3 21
枠組足場用据置型先行手すり枠「ライフ
ガード」

KT-060035 13 枠組足場の安全を確保するための据置型手すり先行工法

3 21 Qマット KT-980368 13 コンクリート構造物の湿潤・保温養生材

5 NEW ＫＣホーム QS-980217 11
道路側溝の暗渠化において、埋設型枠を用いて現場打ちスラブを施工
する工法

6 11 FCB工法 KT-980624 9
細骨材とセメント、水および気泡を混合した気泡混合軽量土を用いること
で単位体積重量および強度を任意に設定することができる盛土工法

7 47 オートリセットブレーカ・ＡＴパック CB-040087 8
落雷によるサージ電流および高調波等による漏電ブレーカーの誤動作
に対して自動的に電源を再投入し、回路異常の場合は電源投入を停止
する機能を有した高耐圧ブレーカ

8 NEW グレーチングストッパーＳＰ HR-050026 7
一般通行車輌によるグレーチングの跳ね上がりや集中豪雨等によるグ
レーチングの浮き上がりによる危険に対し、道路側溝や街渠桝CO内壁
とを固定させる専用の金具

8 11 W/Cミータ HR-990025 7
「減圧加熱乾燥法」により短時間で水分を除去し、質量差より水セメント
比を算出する測定器械（従来は単位容積当たり質量から水分費を算出
＝エアメーター法） 　

8 NEW ロープネット工（落石予防工） SK-980038 7
浮石や転石が落下する恐れのある斜面に格子状にワイヤロープを張る
ことで落石に至らない要に初期始動を防止する予防工

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



（平成１９年７月期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １４ 号
平成１９年９月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平成19年　7月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手摺先行足場 KT-010074 109
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 NEW ピタリング（簡易式体感マット） TH-040016 37
リング上の集合体をジョイントで結合することで、従来の体感マットのよう
に路面への固定を行わずともめくれ上がらない、もらい事故防止用体感
マット

3 2 パワーブレンダー CB-980012 19
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

4 NEW 都市型側溝　シェイプアップスリット CB-990039 17
従来理想とされてきた円形管より、更に強い洗浄力を誇る卵形形状の都
市型側溝

5 51
残存化粧型枠工法
「残存化粧型枠プロテロックメーク」

CB-980007 12
表面に意匠性の有るコンクリート製化粧パネルを用いることでコンクリー
ト打設後の取り外しを不要とする型枠

6 51 手摺先行足場「枠組み足場用安全装置」 TH-020019 11
従来の枠組足場に後付けすることで、転落事故を防止する手摺先行型
足場としての使用が可能となる装備品

7 21 ハット型鋼矢板工法 KT-050017 8
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

7 51 ザッソレス KT-050065 8
耐暑性、耐寒性に優れ、他の植物の根の伸張を阻害する成分を茎葉部
に多く含むため雑草の侵入を抑制する芝草

9 11
残存型枠工法
「残存型枠プロテロックピアスワンダー」

CB-980008 7
コンクリート製パネルを用いることでコンクリート打設後の取り外しを不要
とする型枠

9 3
枠組足場用据置型先行手すり枠
「ライフガード」

KT-060035 7 枠組足場の安全を確保するための据置型手すり先行工法

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



（平成１９年８月期）

技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １５ 号
平成１９年１０月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平成19年　8月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手摺先行型足場 KT-010074-A 69
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 7 ハット形鋼矢板900 KT-050017-V 26
断面形状をハット形とすることで鋼重あたりの断面性能を向上させ投影
面積当たりの材料費の縮減を図り、有効幅の拡大（400mmから900mm）
による使用枚数の低減から工期の短縮及び施工費の低減を図る矢板工

3 2 簡易式体感マット TH-040016-A 25
リング上の集合体をジョイントで結合することで、従来の体感マットのよう
に路面への固定を行わずともめくれ上がらない、もらい事故防止用体感
マット

4 26 サンタックスパンシール誘発目地材 HR-990005-A 16
温度変化や乾燥による収縮等の影響でコンクリート構造物に発生するひ
び割れを所定の位置に集中させ、ブチルゴム被覆により漏水および鉄筋
の腐食を防止する誘発目地材

5 37 Qマット KT-980368-A 15
ヒータなどによる給熱養生を必要とする現場条件において、コンク
リート構造物自体に特殊フィルム封入グラスウール製マットで覆う
ことにより湿潤・保温養生する工法

6 37 ニューネオソーラー TH-020038-A 11
ニッケル水素電池を太陽電池により充電することで電池交換を不要とす
る道路工事用保安灯

6 NEW
ピカコン（気泡抜き取り具及びフレッシュコ
ンクリート表面仕上げ方法）

SK-040007-A 11
フレッシュコンクリートの内部に製品をコンクリート型枠の内面に当てるよ
うにして挿入し、抜き取ることで、コンクリート表面の気泡を抜き取る櫛状
の製品

8 NEW ディスパライト KK-990050-A 9
コンクリートの打継目処理において、レイタンス処理としてコンクリート硬
化前に行っていた作業を、コンクリート表面の水和反応を遅らせること
で、硬化処理作業時期を延長できるコンクリート打継目処理剤

9 3
パワーブレンダー工法
（スラリー噴射方式）

CB-980012-V 8
改良材をスラリー状に混練後バックホウに取り付けたアタッチメントによ
り軟弱土と撹拌混合し固化する地盤改良工法

9 NEW 太平洋ハイパーエクスパン QS-020033-A 8
効率的な膨張量を得るよう調整した配合にすることで使用量が3分の2と
低減することができるコンクリートのひび割れ防止用膨張剤

9 NEW 排水性舗装用プレキャスト縦断管 KT-980315 8
排水性舗装の端末処理として、舗装内に浸透した雨水等を効率よく排水
するプレキャスト製縦断管

9 37
モルタル・コンクリート用ひび割れ抑制ファ
イバー

HK-030007-A 8
コンクリートに、網目状の短繊維に加工したポリプロピレン繊維を混和す
ることによりひび割れを抑止する繊維材料

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １６ 号
平成１９年１１月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【第２四半期（７～９月）ランキング トップ１０】

平成 19年度　第２四半期の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 手 摺 先 行 型 足 場 KT-010074-A 178
常 時 手 摺 が 設 置 さ れ て い る 状 態 で 足 場 の 設 置 ・撤 去 作 業 を 行 う こ と に よ
り 転 落 事 故 を 防 止 す る 枠 組 足 場

2 簡 易 式 体 感 マ ッ ト TH-040016-A 62
リ ン グ 上 の 集 合 体 を ジ ョイ ン トで 結 合 す る こ と で 、従 来 の 体 感 マ ッ トの よ う
に 路 面 へ の 固 定 を 行 わ ず と も め くれ 上 が ら な い 、も ら い 事 故 防 止 用 体 感
マ ッ ト

3 ハ ッ ト形 鋼 矢 板 900 KT-050017-V 36
断 面 形 状 を ハ ッ ト形 と す る こ と で 鋼 重 あ た り の 断 面 性 能 を 向 上 さ せ 投 影
面 積 当 た り の 材 料 費 の 縮 減 を 図 り 、有 効 幅 の 拡 大 （400m m か ら 900m m ）
に よ る 使 用 枚 数 の 低 減 か ら 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 費 の 低 減 を 図 る 矢 板 工

4 W /Cミー タ HR-990025-A 30
「減 圧 加 熱 乾 燥 法 」に よ り 短 時 間 で 水 分 を 除 去 し 、質 量 差 よ り 水 セ メ ン ト
比 を 算 出 す る 測 定 器 械 （従 来 は 単 位 容 積 当 た り 質 量 か ら 水 分 費 を 算 出
＝ エ ア メ ー タ ー 法 ）

5
パ ワ ー ブ レ ン ダ ー 工 法 （ス ラ リ ー 噴 射 方
式 ）

CB-980012-V 27
改 良 材 を ス ラ リ ー 状 に 混 練 後 バ ッ ク ホ ウ に 取 り 付 け た ア タ ッ チ メ ン トに よ
り 軟 弱 土 と 撹 拌 混 合 し 固 化 す る 地 盤 改 良 工 法

6 デ ル タ ク ッ シ ョン TH-020040-A 24 再 生 ウ レ タ ン 材 を 活 用 し た 車 両 用 保 安 防 護 体

6 サ ン タ ッ ク ス パ ン シ ー ル 誘 発 目 地 材 HR-990005-V 24
温 度 変 化 や 乾 燥 に よ る 収 縮 等 の 影 響 で コ ン ク リ ー ト構 造 物 に 発 生 す る ひ
び 割 れ を 所 定 の 位 置 に 集 中 さ せ 、ブ チ ル ゴ ム 被 覆 に よ り 漏 水 お よ び 鉄 筋
の 腐 食 を 防 止 す る 誘 発 目 地 材

8 都 市 型 側 溝  シ ェ イ プ ア ッ プ ス リ ッ ト CB-990039-A 21
従 来 理 想 と さ れ て き た 円 形 管 よ り 、更 に 強 い 洗 浄 力 を 誇 る 卵 形 形 状 の 都
市 型 側 溝

9 ニ ュ ー ネ オ ソ ー ラ ー TH-020038-A 19
ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 を 太 陽 電 池 に よ り 充 電 す る こ と で 電 池 交 換 を 不 要 と す
る 道 路 工 事 用 保 安 灯

9 Q マ ッ ト KT-980368-A 19 コ ン ク リ ー ト構 造 物 の 湿 潤 ・保 温 養 生 材

9
枠 組 足 場 用 据 置 型 先 行 手 す り 枠 「ラ イ フ
ガ ー ド 」

KT-060035-A 19 枠 組 足 場 の 安 全 を 確 保 す る た め の 据 置 型 手 す り 先 行 工 法

注）活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
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（平成１９年９月期）

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平 成 1 9 年 　 9 月 の 新 技 術 活 用 ラ ン キ ン グ

N E T I S 番 号

1 N E W W / C ミ ー タ H R - 9 9 0 0 2 5 - A 2 8
「 減 圧 加 熱 乾 燥 法 」 に よ り 短 時 間 で 水 分 を 除 去 し 、 質 量 差 よ り 水 セ メ ン ト
比 を 算 出 す る 測 定 器 械 （ 従 来 は 単 位 容 積 当 た り 質 量 か ら 水 分 費 を 算 出
＝ エ ア メ ー タ ー 法 ）

2 N E W デ ル タ ク ッ シ ョ ン T H - 0 2 0 0 4 0 - A 2 3 再 生 ウ レ タ ン 材 を 活 用 し た 車 両 用 保 安 防 護 体

3 N E W ア イ デ ィ ー 環 境 カ ラ ー T H - 9 9 0 1 2 0 - A 9 使 用 済 み タ イ ヤ を 原 料 と し た コ ン ク リ ー ト 着 色 添 加 剤

4 N E W ミ ド リ ナ ー ル 団 粒 緑 化 工 法 K T - 9 8 0 4 2 0 - A 7
基 盤 材 に 現 地 発 生 土 、 木 質 チ ッ プ を 使 用 し 、 さ ら に 土 壌 菌 を 添 加 し た 厚
層 基 材 吹 付 工

5 1 5
枠 組 足 場 用 据 置 型 先 行 手 す り 枠 「 ラ イ フ
ガ ー ド 」

K T - 0 6 0 0 3 5 - A 6 枠 組 足 場 の 安 全 を 確 保 す る た め の 据 置 型 手 す り 先 行 工 法

5 N E W チ ッ プ 緑 化 (バ ー ク ブ ロ ア ー )工 法 K T - 0 3 0 0 5 2 6 伐 採 材 チ ッ プ を 利 用 し た リ サ イ ク ル 型 法 面 緑 化 工 法

7 4 サ ン タ ッ ク ス パ ン シ ー ル 誘 発 目 地 材 H R - 9 9 0 0 0 5 - V 5
温 度 変 化 や 乾 燥 に よ る 収 縮 等 の 影 響 で コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 発 生 す る ひ
び 割 れ を 所 定 の 位 置 に 集 中 さ せ 、 ブ チ ル ゴ ム 被 覆 に よ り 漏 水 お よ び 鉄 筋
の 腐 食 を 防 止 す る 誘 発 目 地 材

7 N E W ス チ － ル 透 水 蓋 工 法 Q S - 0 3 0 0 4 4 - A 5
側 溝 上 に 設 置 し 、 そ の 上 か ら 排 水 性 舗 装 を 行 う こ と に よ り 車 両 や 歩 行 者
等 の 快 適 な 通 行 の 実 現 を 可 能 と し た 側 溝 蓋

7 N E W 共 和 式 擬 岩 ブ ロ ッ ク C B - 0 7 0 0 0 7 - A 5
従 来 の 鉄 筋 連 結 か ら 金 具 連 結 に す る こ と に よ り 施 工 性 を 向 上 し 、 か つ 生
態 に 優 し い 護 岸 が 構 築 可 能 な 護 岸 ブ ロ ッ ク

1 0 6 ニ ュ ー ネ オ ソ ー ラ ー T H - 0 2 0 0 3 8 - A 4
ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 を 太 陽 電 池 に よ り 充 電 す る こ と で 電 池 交 換 を 不 要 と す
る 道 路 工 事 用 保 安 灯

1 0 N E W バ ラ ド レ ン C B - 0 4 0 0 2 9 - A 4
リ サ イ ク ル ペ ッ ト ボ ト ル を 原 料 と し 、 舗 装 体 に 浸 透 し た 雨 水 を 速 や か に 誘
導 、 排 出 し 、 滞 留 雨 水 に よ る 基 層 や 床 版 防 水 層 の 劣 化 を 防 止 す る 樹 脂
製 の 導 水 管

1 0 N E W 都 市 型 側 溝  シ ェ イ プ ア ッ プ ス リ ッ ト C B - 9 9 0 0 3 9 - A 4
従 来 理 想 と さ れ て き た 円 形 管 よ り 、 更 に 強 い 洗 浄 力 を 誇 る 卵 形 形 状 の 都
市 型 側 溝

1 0 N E W ビ ッ ク ス 工 法 Q S - 9 9 0 0 0 9 - A 4
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の ひ び 割 れ に 、 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 材 で 膨 ら ん だ ゴ ム
製 注 入 器 が 縮 む 力 に よ り 、 時 間 を か け て ひ び 割 れ の 奥 深 く ま で 確 実 に 樹
脂 を 注 入 す る ひ び 割 れ 注 入 工 法

1 0 N E W 環 境 対 応 型 圧 入 機 C B - 0 6 0 0 2 8 - A 4
植 物 性 の 生 分 解 性 油 脂 の 使 用 に よ り 、 万 一 油 脂 類 が 流 出 し て も 生 態 系
に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が ほ と ん ど な い 環 境 負 荷 低 減 型 の 鋼 矢 板 圧 入 機

1 0 N E W
落 橋 防 止 構 造 用 緩 衝 チ ェ ー ン （ 衝 撃 力 緩
和 機 能 を 有 す る チ ェ ー ン タ イ プ の 落 橋 防
止 装 置 ）

S K - 9 8 0 0 3 6 - A 4
チ ェ ー ン の 鎖 間 に 隙 間 を 設 け 当 該 部 分 に ゴ ム を 加 硫 接 着 し て 衝 撃 力 緩
和 機 能 を 持 た せ た 橋 梁 用 落 橋 防 止 装 置

1 0 N E W 凍 結 防 止 剤 散 布 車 の 自 動 化 技 術 の 開 発 H R - 9 9 0 0 2 2 - A 4
横 風 等 に よ る 飛 散 ロ ス の 低 減 、 維 持 管 理 費 用 の 軽 減 を 図 っ た 効 率 的 な
凍 結 防 止 剤 散 布 車

1 0 N E W 無 線 遠 隔 操 作 (ラ ジ コ ン )式 建 設 機 械 K T - 9 9 0 5 1 1 4
電 波 法 に よ る 資 格 が 不 要 な 特 定 小 電 力 無 線 を 用 い て 遠 隔 操 作 す る こ と
が 可 能 な 建 設 機 械

注 ） 毎 月 の 活 用 件 数 は 活 用 計 画 書 の 提 出 数 で カ ウ ン ト し て い る た め 、 実 際 の 工 事 に お け る 活 用 時 期 と 活 用 報 告 書 へ の 報 告 時 期 が 異 な っ て い る 。

　  （ 活 用 計 画 書 提 出 後 、 新 技 術 の 活 用 が 取 り や め に な っ た 場 合 は 翌 月 の 報 告 に 反 映 ）

技 術 の 概 要順 位
技 術 名 活 用

件 数
前 月
順 位
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技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １７ 号
平成１９年１２月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平 成 19年 10月 の 新 技 術 活 用 ラ ン キ ン グ

NET I S番 号

1 N E W 手 摺 先 行 型 足 場 KT-0 1 0 0 7 4 -A 9 2
常 時 手 摺 が 設 置 され て い る 状 態 で 足 場 の 設 置 ・撤 去 作 業 を 行 うこ とに よ
り転 落 事 故 を 防 止 す る 枠 組 足 場

2 N E W 植 物 誘 導 吹 付 工 QS-9 8 0 2 0 0 6
現 場 で 発 生 した 植 物 廃 材 を 破 砕 し 、土 壌 微 生 物 の 活 性 化 を 促 進 す る 控
訴 添 加 剤 と混 ぜ た もの を 吹 き 付 け る こ とで 緑 化 を 行 う工 法

2 N E W
ラン ブ ル ス トリ ップ ス
（セ ン ター ライン 対 応 型 ）

HK -0 3 0 0 3 2 -A 6
2車 線 道 路 の ｾﾝﾀｰ ﾗｲ ﾝ上 で 舗 装 路 面 を 凹 型 に 切 削 す る ことに よ り 、走 行
車 両 が ｾﾝﾀｰ ﾗｲ ﾝを 超 え た とき に 、音 と振 動 を 発 生 させ て ドラ イバ ー に 覚
醒 ・注 意 を 促 し 、車 線 逸 脱 に よ る 正 面 衝 突 事 故 を 防 止 す る 技 術

4 N E W ス リ ップ フ ォー ム 工 法 QS-98 0 0 5 8 -A 5
コ ン ク リー トの 供 給 、締 固 め 、成 型 ま で の 機 能 を 備 え た 施 工 機 械 を 使 用
す る ことで 、型 枠 を 設 置 せ ず に 同 一 断 面 の 連 続 した コン ク リー ト構 造 物 を
構 築 す る 工 法

5 N E W
パ ワ ー ブ レ ン ダ ー 工 法
（ス ラ リー 噴 射 方 式 ）

CB -98 0 0 1 2 -V 4
改 良 材 を ス ラ リー 状 に 混 練 後 バ ック ホ ウ に 取 り付 け た ア タ ッチ メン トに よ
り軟 弱 土 と撹 拌 混 合 し固 化 す る 地 盤 改 良 工 法

5 N E W
残 存 化 粧 型 枠 工 法 「残 存 化 粧 型 枠 プ ロ テ
ロ ック メー ク 」

CB - 9 8 0 0 0 7 -V 4
表 面 に 意 匠 性 の 有 る コン ク リー ト製 化 粧 パ ネ ル を 用 い る こ とで コン ク リー
ト打 設 後 の 取 り外 しを 不 要 とす る 型 枠

5 N E W コン 天 棒 KK-00 0 0 0 5 4
ス プ リン グ に よ る 折 り曲 げ を 可 能 とし 、施 工 時 の 配 筋 の 飛 び 出 しを な くす
ことに よ り 、作 業 員 の 安 全 確 保 、施 工 性 の 向 上 を 実 現 で き る 、コン ク リー
ト仕 上 が り高 さ検 測 棒

5 5
枠 組 足 場 用 据 置 型 先 行 手 す り枠 「ラ イ フ
ガ ー ド 」

KT -0 6 0 0 3 5 -A 4 枠 組 足 場 の 安 全 を 確 保 す る た め の 据 置 型 手 す り先 行 工 法

5 N E W 電 線 共 同 溝 （通 信 系 ）共 用 FA方 式 KT -0 6 0 0 7 8 -A 4
管 路 部 分 の 構 造 を ＦＡ管 とボ デ ィ管 の ２管 構 造 として 従 来 工 法 よ り設 備 を
コン パ ク ト化 した 電 線 共 同 溝 工

5 N E W 高 耐 食 性 溶 融 め っき 鋼 板 ZAM KT -0 1 0 0 2 9 -A 4 あ ら か じめ メッキ 処 理 を 施 した 鋼 板

5 N E W ス ー パ ー テ ー ル ア ル メ Q S-06 0 0 1 2 -A 4
補 強 部 材 の 低 減 お よ び 壁 面 部 材 の 大 型 化 に よ り施 工 効 率 を 向 上 した
テ ー ル ア ル メ工 法

5 N E W エ コ電 線 ・ケ ー ブ ル KT-99 0 5 1 3 4
焼 却 して も ダ イオ キ シ ン ・ハ ロ ゲ ン ガ ス 等 の 有 毒 ガ ス を 発 生 せ ず 、埋 立
処 分 して も 鉛 等 の 重 金 属 を 溶 出 しな い 難 燃 性 ポ リエ チ レ ン に よ り被 覆 さ
れ た ケ ー ブ ル

5 N E W ミ ド リナ ー ル 団 粒 緑 化 工 法 KT-9 8 0 4 2 0 -A 4
基 盤 材 に 現 地 発 生 土 、木 質 チ ップ を 使 用 し 、さ ら に 土 壌 菌 を 添 加 した 厚
層 基 材 吹 付 工

注 ） 毎 月 の 活 用 件 数 は 活 用 計 画 書 の 提 出 数 で カ ウ ン ト し て い る た め 、 実 際 の 工 事 に お け る 活 用 時 期 と 活 用 報 告 書 へ の 報 告 時 期 が 異 な っ て い る 。

　  （ 活 用 計 画 書 提 出 後 、 新 技 術 の 活 用 が 取 り や め に な っ た 場 合 は 翌 月 の 報 告 に 反 映 ）

技 術 の 概 要順 位
技 術 名 活 用

件 数
前 月
順 位

（平成１９年１０月期）



技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １８ 号
平成２０年１月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成１９年１１月期）

平 成 1 9 年 1 1 月 の 新 技 術 活 用 ラ ン キ ン グ

N E T I S 番 号

1 N E W 電 子 デ ー タ 検 索 ・ 閲 覧 シ ス テ ム Q S - 0 5 0 0 1 7 - A 1 7
施 工 管 理 用 の 資 料 を デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と に よ り 、 高 速 な 検 索 ・ 閲 覧
を 可 能 と し 、 作 成 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン 無 し で フ ァ イ ル の 内 容 を 表 示 で き る
Ｃ Ａ Ｌ Ｓ 関 連 技 術

2 2 7 K B 目 地 H K - 0 4 0 0 0 3 - A 1 1
断 面 を 欠 損 さ せ 温 度 ひ び 割 れ を 集 中 制 御 し 、 目 地 本 体 で 外 部 か ら の 水
の 浸 入 を 防 ぎ 、 型 枠 脱 型 後 も そ の ま ま 埋 設 す る た め コ ー キ ン グ の 手 間 が
不 要 で あ り 美 観 を 損 な わ な い ひ び 割 れ 誘 発 目 地 材

2 5 ミ ド リ ナ ー ル 団 粒 緑 化 工 法 K T - 9 8 0 4 2 0 - A 1 1
基 盤 材 に 現 地 発 生 土 、 木 質 チ ッ プ を 使 用 し 、 さ ら に 土 壌 菌 を 添 加 し た 厚
層 基 材 吹 付 工

4 2 7 合 成 樹 脂 製 多 孔 管 　 孔 多 く ん K T - 9 9 0 5 4 2 - A 9
硬 質 塩 化 ビ ニ ル 電 線 管 を 管 台 を 用 い て 多 段 に 配 管 し 、 電 気 ・ 電 話 ・ 通 信
ケ ー ブ ル な ど を コ ン パ ク ト に ま と め て 収 容 す る ユ ニ ッ ト 式 の 配 管 ・ 配 線 設
備

5 1 4
ピ カ コ ン （ 気 泡 抜 き 取 り 具 及 び フ レ ッ シ ュ コ
ン ク リ ー ト 表 面 仕 上 げ 方 法 ）

S K - 0 4 0 0 0 7 - A 6
コ ン ク リ ー ト 表 面 の 気 泡 痕 を 手 作 業 の み で 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き
る 先 端 部 が 櫛 状 の フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ ー ト 表 面 仕 上 げ 用 器 具

6 N E W 太 平 洋 ハ イ パ ー エ ク ス パ ン Q S - 0 2 0 0 3 3 - A 5
効 率 的 な 膨 張 量 を 得 る よ う 調 整 し た 配 合 に す る こ と で 使 用 量 が 3 分 の 2 と
低 減 す る こ と が で き る コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ 防 止 用 膨 張 剤

6 N E W 簡 易 式 体 感 マ ッ ト T H - 0 4 0 0 1 6 - A 5
リ ン グ 状 の 集 合 体 を ジ ョ イ ン ト で 結 合 す る こ と で 、 従 来 の 体 感 マ ッ ト の よ う
に 路 面 へ の 固 定 を 行 わ ず と も め く れ 上 が ら な い 、 も ら い 事 故 防 止 用 体 感
マ ッ ト

6 N E W
マ ル チ ス プ レ ッ ド 工 法
（ 植 生 リ ー ド マ ル チ ン グ 工 ）

K K - 0 1 0 0 4 9 - A 5
 現 場 内 で 発 生 す る 伐 採 材 ・ 伐 根 材 等 を 1 次 破 砕 し 、 マ ル チ ス プ レ ッ ダ ー
撒 布 す る こ と で 活 用 す る 自 然 循 環 型 の 法 面 緑 化 工 法

9 N E W Ｃ Ｄ Ｍ － Ｌ Ｏ Ｄ Ｉ Ｃ 工 法 T H - 9 8 0 0 4 1 - A 4
ス ク リ ュ ー で 強 制 的 に 排 土 す る こ と に よ り 、 施 工 時 の 周 辺 地 盤 変 位 の 発
生 を 抑 え て 、 周 辺 地 盤 や 既 設 構 造 物 へ の 影 響 を 最 小 限 に し た 深 層 混 合
処 理 工 法

9 N E W T O M - F O R P K T - 9 9 0 0 5 7 4
山 岳 ト ン ネ ル の 施 工 で 、 土 砂 地 山 や 亀 裂 が 発 達 し た 破 砕 帯 な ど の 脆 弱
地 山 に 、 鋼 管 を 打 ち 込 み 、 そ の 周 辺 を 固 化 材 等 で 改 良 す る こ と で 切 羽 の
安 定 を 向 上 さ せ る 補 助 工 法

9 1 4
モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 用 ひ び 割 れ 抑 制 フ ァ
イ バ ー

H K - 0 3 0 0 0 7 - A 4
コ ン ク リ ー ト に 、 網 目 状 の 短 繊 維 に 加 工 し た ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 を 混 和 す
る こ と に よ り ひ び 割 れ を 抑 止 す る 繊 維 材 料

9 1 4 サ ン タ ッ ク ス パ ン シ ー ル 誘 発 目 地 材 H R - 9 9 0 0 0 5 - V 4
温 度 変 化 や 乾 燥 に よ る 収 縮 等 の 影 響 で コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 発 生 す る ひ
び 割 れ を 所 定 の 位 置 に 集 中 さ せ 、 ブ チ ル ゴ ム 被 覆 に よ り 漏 水 お よ び 鉄 筋
の 腐 食 を 防 止 す る 誘 発 目 地 材

9 N E W ラ イ ン 導 水 ブ ロ ッ ク － Ｆ 型 K K - 0 2 0 0 0 4 - V 4
ブ ロ ッ ク 内 部 の 排 水 用 水 路 と 表 面 の 排 水 流 入 用 ス リ ッ ト を 設 け る こ と で
降 雨 時 の 路 面 排 水 能 力 を 向 上 さ せ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク

9 N E W
万 能 土 質 改 良 機 に よ る 建 設 発 生 土 再 利
用 シ ス テ ム

K K - 9 8 0 0 1 2 - V 4
土 質 性 状 の 異 な る 2 種 類 あ る い は 3 種 類 の 建 設 発 生 土 等 を 組 合 わ せ 、 粒
度 改 良 や 含 水 比 改 善 を 行 う こ と に よ り 、 要 求 品 質 基 準 を 満 足 す る 盛 土 材
料 を 製 造 す る 物 理 的 土 質 改 良 工 法

9 N E W シ ス テ ム カ デ ィ K T - 9 8 0 0 6 8 - A 4
中 空 状 態 の 樹 脂 ( F R P ま た は ポ リ エ チ レ ン ) 製 の 躯 体 に 、 現 場 で コ ン ク リ ー
ト ま た は 水 を 充 填 す る 仮 設 防 護 柵 設 置 工 法

9 N E W フ レ ア 護 岸 K K - 0 4 0 0 1 9 4
護 岸 前 面 形 状 を 特 殊 な 曲 線 に す る こ と に よ り , 越 波 性 能 ・ 経 済 性 ・ 施 工 性
に 優 れ , か つ 環 境 に 配 慮 し た 防 波 護 岸

9 N E W 凍 結 防 止 剤 散 布 車 の 自 動 化 技 術 の 開 発 H R - 9 9 0 0 2 2 - A 4
横 風 等 に よ る 飛 散 ロ ス の 低 減 、 維 持 管 理 費 用 の 軽 減 を 図 っ た 効 率 的 な
凍 結 防 止 剤 散 布 車

9 2 7 チ ッ プ 緑 化 ( バ ー ク ブ ロ ア ー ) 工 法 K T - 0 3 0 0 5 2 4 伐 採 材 チ ッ プ を 利 用 し た リ サ イ ク ル 型 法 面 緑 化 工 法

9 N E W 単 独 枠 型 木 工 沈 床 H R - 9 9 0 1 1 8 4
1 格 間 を 1 ユ ニ ッ ト と す る 単 独 枠 を 基 本 と し 、 ど こ で も 組 み 立 て ら れ ク レ ー
ン に よ る 据 付 け が 可 能 な 木 工 沈 床 工

注 ） 毎 月 の 活 用 件 数 は 活 用 計 画 書 の 提 出 数 で カ ウ ン ト し て い る た め 、 実 際 の 工 事 に お け る 活 用 時 期 と 活 用 報 告 書 へ の 報 告 時 期 が 異 な っ て い る 。

　  （ 活 用 計 画 書 提 出 後 、 新 技 術 の 活 用 が 取 り や め に な っ た 場 合 は 翌 月 の 報 告 に 反 映 ）

技 術 の 概 要順 位
技 術 名 活 用

件 数
前 月
順 位



技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 １９ 号
平成２０年 ２月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【第３四半期（１０～１２月）ランキング トップ１０】

平成 19年度　第３四半期の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 手 摺 先 行 型 足 場 KT-010074-A 201
常 時 手 摺 が 設 置 さ れ て い る 状 態 で 足 場 の 設 置 ・撤 去 作 業 を 行 う こ と に よ
り 転 落 事 故 を 防 止 す る 枠 組 足 場

2 簡 易 式 体 感 マ ッ ト TH-040016-A 37
リ ン グ 状 の 集 合 体 を ジ ョイ ン トで 結 合 す る こ と で 、従 来 の 体 感 マ ッ トの よ う
に 路 面 へ の 固 定 を 行 わ ず と も め くれ 上 が ら な い 、も ら い 事 故 防 止 用 体 感
マ ッ ト

3 KB目 地 HK-040003-A 22
断 面 を 欠 損 さ せ 温 度 ひ び 割 れ を 集 中 制 御 し 、目 地 本 体 で 外 部 か ら の 水
の 浸 入 を 防 ぎ 、型 枠 脱 型 後 も そ の ま ま 埋 設 す る た め コ ー キ ン グ の 手 間 が
不 要 で あ り 美 観 を 損 な わ な い ひ び 割 れ 誘 発 目 地 材

4
残 存 型 枠 工 法 「残 存 型 枠 プ ロ テ ロ ッ ク ピ ア
ス ワ ン ダ ー 」

CB-980008-V 21
コ ン ク リ ー ト製 パ ネ ル を 用 い る こ と で コ ン ク リ ー ト打 設 後 の 取 り 外 し を 不 要
と す る 型 枠

5
ピ カ コ ン （気 泡 抜 き 取 り 具 及 び フ レ ッ シ ュ コ
ン ク リ ー ト表 面 仕 上 げ 方 法 ）

SK-040007-A 19
コ ン ク リ ー ト表 面 の 気 泡 痕 を 手 作 業 の み で 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き
る 先 端 部 が 櫛 状 の フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ ー ト表 面 仕 上 げ 用 器 具

6 サ ン タ ッ ク ス パ ン シ ー ル 誘 発 目 地 材 HR-990005-V 17
温 度 変 化 や 乾 燥 に よ る 収 縮 等 の 影 響 で コ ン ク リ ー ト構 造 物 に 発 生 す る ひ
び 割 れ を 所 定 の 位 置 に 集 中 さ せ 、ブ チ ル ゴ ム 被 覆 に よ り 漏 水 お よ び 鉄 筋
の 腐 食 を 防 止 す る 誘 発 目 地 材

6 電 子 デ ー タ 検 索 ・閲 覧 シ ス テ ム Q S-050017-A 17
施 工 管 理 用 の 資 料 を デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と に よ り 、高 速 な 検 索 ・閲 覧
を 可 能 と し 、作 成 し た ア プ リ ケ ー シ ョン 無 し で フ ァ イ ル の 内 容 を 表 示 で き る
Ｃ Ａ ＬＳ 関 連 技 術

6
ラ ン ブ ル ス トリ ッ プ ス
（セ ン タ ー ラ イ ン 対 応 型 ）

HK-030032-V 17
2車 線 道 路 の ｾﾝﾀｰﾗｲﾝ上 で 舗 装 路 面 を 凹 型 に 切 削 す る こ と に よ り 、走 行
車 両 が ｾﾝﾀｰﾗｲﾝを 超 え た と き に 、音 と 振 動 を 発 生 さ せ て ド ラ イ バ ー に 覚
醒 ・注 意 を 促 し 、車 線 逸 脱 に よ る 正 面 衝 突 事 故 を 防 止 す る 技 術

9 ミド リ ナ ー ル 団 粒 緑 化 工 法 KT-980420-A 15
基 盤 材 に 現 地 発 生 土 、木 質 チ ッ プ を 使 用 し 、さ ら に 土 壌 菌 を 添 加 し た 厚
層 基 材 吹 付 工

10 広 幅 型 鋼 矢 板 KT-980158 14
従 来 の 矢 板 （有 効 幅 400m m ）よ り 幅 の 広 い （有 効 幅 600m m 、900m m ）矢 板
を 使 用 す る こ と で 矢 板 の 使 用 枚 数 を 減 じ 、工 期 の 短 縮 お よ び 施 工 費 の
低 減 を 図 る 矢 板 工

10 合 成 樹 脂 製 多 孔 管 　孔 多 くん KT-990542-A 14
硬 質 塩 化 ビ ニ ル 電 線 管 を 管 台 を 用 い て 多 段 に 配 管 し 、電 気 ・電 話 ・通 信
ケ ー ブ ル な ど を コ ン パ ク トに ま と め て 収 容 す る ユ ニ ッ ト式 の 配 管 ・配 線 設
備

注）活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数



（平成１９年１２月期）

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

平成19年12月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 NEW 手摺先行型足場 KT-010074-A 110
常時手摺が設置されている状態で足場の設置・撤去作業を行うことによ
り転落事故を防止する枠組足場

2 6 簡易式体感マット TH-040016-A 32
リング状の集合体をジョイントで結合することで、従来の体感マットのよう
に路面への固定を行わずともめくれ上がらない、もらい事故防止用体感
マット

3 NEW
残存型枠工法「残存型枠プロテロックピア
スワンダー」

CB-980008-V 18
コンクリート製パネルを用いることでコンクリート打設後の取り外しを不要
とする型枠

4 NEW 広幅型鋼矢板 KT-980158 13
従来の矢板（有効幅400mm）より幅の広い（有効幅600mm、900mm）矢板
を使用することで矢板の使用枚数を減じ、工期の短縮および施工費の
低減を図る矢板工

5 NEW 枠組み足場用安全装置 TH-020019-A 12
従来の枠組足場に後付けすることで、転落事故を防止する手摺先行型
足場としての使用が可能となる装備品

6 NEW デルタクッション TH-020040-A 11 再生ウレタン材を活用した車両用保安防護体

7 NEW ジオファイバー工法 KT-980183-A 10
砂質土と連続繊維（回収ペットボトル再生品）の混合物で法面を保護し、
鋼棒の埋め込みにより地山との一体化を図ることで法面の安定保護と
緑化を行う工法

7 5
ピカコン（気泡抜き取り具及びフレッシュコ
ンクリート表面仕上げ方法）

SK-040007-A 10
コンクリート表面の気泡痕を手作業のみで大幅に減少させることができ
る先端部が櫛状のフレッシュコンクリート表面仕上げ用器具

7 9 サンタックスパンシール誘発目地材 HR-990005-V 10
温度変化や乾燥による収縮等の影響でコンクリート構造物に発生するひ
び割れを所定の位置に集中させ、ブチルゴム被覆により漏水および鉄筋
の腐食を防止する誘発目地材

7 NEW 残存型枠ユニット「KISO RIVERS」 CB-070027-A 10
取り外す必要のない残存型枠ユニットを用いトータルコスト縮減を図るこ
とができる現場打ちの河川護岸工

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位



技技 術術 動動 向向 統統 計計 第 ２０ 号
平成２０年３月

総合政策局
建設施工企画課

新技術の活用【月間ランキング トップ１０】

（平成２０年１月期）

平成20年 1月の新技術活用ランキング

NETIS番号

1 1 手 摺 先 行 型 足 場 KT-010074-A 29
常 時 手 摺 が 設 置 さ れ て い る 状 態 で 足 場 の 設 置 ・撤 去 作 業 を 行 うこ と に よ
り転 落 事 故 を 防 止 す る 枠 組 足 場

2 NEW バ イ コ ン 製 法 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト台 付 管 CB-010017 27
超 硬 練 コ ン ク リー トを 振 動 と 圧 縮 に よ り強 固 に 締 固 め 、即 時 に 脱 型 し て 成
形 す る コ ン ク リ ー トパ イ プ で 、製 造 工 程 で 汚 濁 水 の 排 出 が 無 くな り、CO2
の 排 出 も 極 め て 少 な い 地 球 環 境 に や さ し い 製 造 方 法

3 11
ラ ン ブ ル ス トリ ップ ス
（セ ン タ ー ラ イ ン 対 応 型 ）

HK-030032-V 21
2車 線 道 路 の ｾﾝﾀｰﾗｲﾝ上 で 舗 装 路 面 を 凹 型 に 切 削 す る こ と に よ り 、走 行
車 両 が ｾﾝﾀｰﾗｲﾝを 超 え た と き に 、音 と 振 動 を 発 生 さ せ て ドラ イ バ ー に 覚
醒 ・注 意 を 促 し 、車 線 逸 脱 に よ る 正 面 衝 突 事 故 を 防 止 す る 技 術

4 NEW プ レ キ ャ ス トコ ン ク リ ー ト護 岸 基 礎 工 法 CB-980108-A 11
 型 枠 用 合 板 を 使 用 せ ず 、コ ン ク リー ト製 品 を 型 枠 代 わ りと し て 利 用 で き
る 完 全 「門 」型 の プ レ キ ャ ス ト基 礎 コ ン ク リー トブ ロ ッ ク 。

5 NEW ハ ット形 鋼 矢 板 900 KT-050017-V 8
断 面 形 状 を ハ ッ ト形 と す る こ と で 鋼 重 あ た りの 断 面 性 能 を 向 上 さ せ 投 影
面 積 当 た りの 材 料 費 の 縮 減 を 図 り、有 効 幅 の 拡 大 （400mm か ら 900mm）
に よ る 使 用 枚 数 の 低 減 か ら 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 費 の 低 減 を 図 る 矢 板 工

5 NEW ワ イ ヤ ー ソ ー イ ン グ 工 法 KT-980222 8
ダ イ ヤ モ ン ドチ ップ を 埋 め 込 ま れ た ル ー プ 状 の ス チ ー ル ワ イ ヤ ー を 高 速
回 転 さ せ る こ と に よ り糸 ノコ ギ リの 要 領 で 構 造 物 を 切 断 ・解 体 す る 工 法

5 6 デ ル タ ク ッシ ョン TH-020040-A 8 再 生 ウ レ タ ン 材 を 活 用 し た 車 両 用 保 安 防 護 体

5 NEW 情 報 ボ ック ス 用 異 種 管 継 手 HK-030037 8
異 種 管 接 続 の た め の 必 要 と な っ て い た 大 型 の ハ ン ドホ ー ル に か わ り 、小
型 軽 量 化 、構 造 の 単 純 化 に よ り コ ス ト縮 減 を 図 っ た コ ン ク リー ト製 継 手

9 4 広 幅 型 鋼 矢 板 KT-980158 7
従 来 の 矢 板 （有 効 幅 400mm）よ り幅 の 広 い （有 効 幅 600mm、900mm）矢 板
を 使 用 す る こ と で 矢 板 の 使 用 枚 数 を 減 じ 、工 期 の 短 縮 お よ び 施 工 費 の
低 減 を 図 る 矢 板 工

9 NEW
モ ル タ ル ・コ ン ク リ ー ト用 ひ び 割 れ 抑 制 フ ァ
イ バ ー

HK-030007-V 7
コ ン ク リー トに 、網 目 状 の 短 繊 維 に 加 工 し た ポ リプ ロ ピ レ ン 繊 維 を 混 和 す
る こ と に よ りひ び 割 れ を 抑 止 す る 繊 維 材 料

9 NEW
表 面 保 護 層 付 き ポ ス トコ ー ン
（視 線 誘 導 標 ）

KT-060065-A 7
耐 久 性 の 向 上 の た め 、視 線 誘 導 標 識 柱 全 体 又 は 一 部 に 表 面 保 護 層 を
設 け た ポ ス トコ ー ン

9 NEW
ラ ック 足 場 工 法 （ラ ック レ ー ル 式 移 動 吊 足
場 ）

SK-050011-A 7
建 造 物 に 沿 っ て 取 り付 け ら れ る 2本 の レ ー ル を モ ー タ ー で 自 走 移 動
(7m /m in)す る 移 動 式 吊 足 場

注）毎月の活用件数は活用計画書の提出数でカウントしているため、実際の工事における活用時期と活用報告書への報告時期が異なっている。

　 （活用計画書提出後、新技術の活用が取りやめになった場合は翌月の報告に反映）

技 術 の 概 要順位
技 術 名 活用

件数
前月
順位


